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寒四温の言葉どおり、冬が行きつ戻りつしている昨今ですが、皆様にはお元
気でご活躍のこととお喜び申し上げます。なんて月日が経つのが早いんで
しょう。もう３月（弥生）ですね。
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認知症ドックはじめました
早期認知機能障害 ( M C I )や認知症を
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三三
院長の巻頭言

認知症ドックは早期認知機能障害（MCI)の発見や、認知症になりや
すいリスクが高い方を発掘し、認知症の予防に今から何をすべきか
指導することを目的としています。
最近、物忘れが多くなってきたと感じたら、まずは認知症の疑いが
あるかどうかを調べてみることが大切です。

お知らせ

私の孫(外孫ですが)が1歳と6ヶ月を過ぎ、少し
ずつおしゃべりをするようになりました。最初
に話した言葉は「わんわ！」犬がとっても好き
みたいです。続いて「ばーば」…2月の連休に来
た時には「にゃーご」と「いないね～」を覚え
て帰りました。次に逢った時は何を話してくれ
るのか？老後の楽しみが1つ増えました。

買うものだから、スーパーの棚には何もありません。この肺炎のために国中が一種の
パニック状態になっていますよね。安部（晋三）さんがいうように、確かに国難の危
機かもしれません。およそ100年前、1918年のスペイン風邪（インフルエンザ）のこと
は知りませんが、その時スペインかぜは、記録にある限り人類が遭遇した最初のイン
フルエンザの大流行（パンデミック）でした。
させ、話を現在に戻しましょう。新型コロナウイルスはインフルエンザよりも重症な
感染症なんでしょうか。ＷＨＯが派遣した各国の専門家や中国の保健当局の専門家ら
によるチームが現地で調査にあたり、２月20日までに中国で感染が確認された５万
5924人のデータについて分析しています。それによりますと、感染者からみられた症
状は発熱が全体の87.9％、せきが67.7％、けん怠感が38.1％、たんが33.4％、息切れ
が18.6％、のどの痛みが13.9％、頭痛が13.6％などとなっています。また、感染する
と平均で５日から６日後に症状が出るとしています。感染者のおよそ80％は症状が比
較的軽く、呼吸困難などを伴う重症患者は全体の13.8％、呼吸器の不全や敗血症、多
臓器不全など命に関わる重篤な症状の患者は6.1％だった。重症や死亡のリスクが高い
のは60歳を超えた人や高血圧や糖尿病、それに、循環器や、慢性の呼吸器の病気、が
んなどの持病のある人だと。逆に子どもの感染例は少なく、症状も比較的軽いという
ことで、19歳未満の感染者は全体の2.4％にとどまっていて、重症化する人はごくわず
かだとしています。子どもの感染について報告書では多くが家庭内での濃厚接触者を
調べる過程で見つかったとしたうえで、調査チームが聞き取りを行った範囲では、子
どもから大人に感染したと話す人はいなかったと指摘しています。一方、５万5924人
の感染者のうち死亡したのは2114人で、全体の致死率は3.8％でした。これを読めばた
だの風邪か、インフルエンザ（CDC報告：致死率7.2％）のほうが死亡率が高いような
気がしますが。恐怖に感じるのは、ワクチンがない、治療薬がない、などまだこの感
染症に対するリテラシーがないからじゃないのかと。
ところで、今回の新型肺炎は、WHOが「COVID-19」と名付けたと発表されましたね。

「2019年に確認されたコロナウィルスによる病気」ということですね。感染が大きく
拡大したのは2020年に入ってからですが、最初に確認されたのは2019年12月なので
2019という名前がついています。ちなみに「コロナウイルス」は英語で “corona
virus” ではなく、ワンワードの “coronavirus” なので注意してくださいね。
COVIDはコヴィッドと発音してくださいね。「こぴっと」は甲州弁でしっかりとの意味
です。不謹慎かもしれませんが、甲府の人たちは笑っているかも。
しかしこの騒動で、小中高校が3月からお休みにするとか、働きに出ている親たちは

どうなるのでしょうか。いきなり発表されるから、いくら国難のためとは言い、ひど
いじゃありませんか。卒業式は、入学式は、どうなるの。そしてこの先にある東京オ
リンピックはどうなるのでしょうか。COVID-19の話題はここで〆て、明るい話にしま
しょう。

先月から新型コロナウイルス肺炎の話題ばかりで、
どの情報が正しいのか、さっぱりわかりません。政府
も、厚労省も、国立感染症研究所も、どこもかしこも
正しい情報を発信していません。入ってくるのは、海
外、多くは中国からのデマばかり。ひどいじゃありま
せん、マスクが品切れ、トイレットペーパーまでもデ
マのせいでまた国民は大量買いにあくせくしてねぇ。
マスクの原料とトイレットペーパーの原料は違うから
品薄にならないていうのに、デマに乗せられて大量に

いものよ、金をいくら稼いだって使う暇もなく、働き詰めで、あくせく働いて寿命が
短いとは不憫な職業だぜ。医者は人の命を預かりながら自分の命は誰かに預けないか
ら、医者は不養生で早死にする。まあそれも悪くないな。まあいつ死んでも良いよう
に保険を沢山掛けておけば良いさ。
ところで、人間の最高寿命は125歳だそうだ。米国のアルバート・アインシュタイン

医科大学の研究グループは、各国の死亡年齢などの統計データをもとに、人間の寿命
には限界があるとネイチャーに発表した。世界最高齢の人が125歳を超える確率は1万
分の1未満で、それを超えて生きられる可能性は非常に低いからだ。しかし、100年も
前に生理学者フルーラン氏の説によれば、全ての動物は成熟期（猫なら2～3歳だ）の
五倍の生存力を持っているという。そこで人間の成熟期は二十五歳というから、この
理屈から推してその五倍、百二十五歳まで生きられると当時から推察していたのだか
らアルバート・アインシュタイン医科大学の研究グループの報告に見事に合致する。
それなら我が輩も120歳まで生きてやろう。そうすりゃ、誰からも一目置かれるであろ
う。つまり、還暦を2回経験することになる。
さて、今年の鼠年であるが、鼠を風刺するかのように、COVID-19は、SARSの時のコ

ウモリのように鼠がコロナウイルスの宿主と考えられているらしいぞ。ところで、鼠
といっても、マウスもいるしラットもいるけれど、この違いがわからない人もいるよ
うだ。鼠というと、ドブネズミを頭に思い浮かべる人間が多いが、固体の大きいのが
ラット（ドブネズミ）、小さいのがマウスであるが、どちらも人類に貢献しています。
もしもマウスがいなかったら、薬の開発はできないし、あのiPS細胞も誕生しなかった。
人間は平気でマウスを実験に使い、犠牲にしていますが、マウスにもっと感謝すべき
であろう。
もっとすごい鼠の話題を提供しよう。拙者の記事を読んでくれる人の中に『ハダカ

デバネズミ』を知っている人がいたら感激するなぁ。この聞き慣れないユニークな鼠
が人類の救世主になるかも知れんていうこと。ちょっとユニークな動物ががん研究に
意外な役割を果たすのではないかと注目されているんだ。ハダカデバネズミは、アフ
リカ大陸のエチオピア、ケニア、ソマリアなどのサバンナの地中に暮らしているげっ
歯類で、名前のとおりハダカ（裸）、つまり毛がなく肌が露出していて、デバ（出っ
歯）、つまり歯が口の外に出ている。一見すると不気味であるけれど、よく見ると愛
嬌のある顔をした、いわゆる“キモカワイイ”小動物として話題になった。そんな彼
らが、日本人、いや人類の最大課題「がん撲滅」にどんな関係があるだろうか。マウ
スはイエネズミを実験動物として改変した動物だが、その半数近くにがんが発生する
ともいわれている。ところが、同じげっ歯類であるにもかかわらず、このハダカデバ
ネズミは、これまでがんにかかったモデルが見当たらないというから驚きである。そ
もそもハダカデバネズミは長寿な生き物で、野鼠が平均1～2年生きるといわれている
のに対し、ハダカデバネズミの平均寿命はなんと30年だ。個体の大きさ（7cm）から察
すれば、仮にヒトなら千寿くらいだろうか。寿命が長くなれば、それだけ老化が進み、
ヒトと同じようにがんの発生率が高くなってもよさそうなものだが。しかし彼らはが
んにならない。このことから、がんの研究者にとってハダカデバネズミは非常に興味
深く、海外や日本でも盛んに研究がおこなわれている。最近、日本の共同研究グルー
プがハダカデバネズミの細胞を使ってiPS細胞を作成したというニュースがあった。現
在、iPS細胞を医療に応用するうえで大きな問題となっているのは、移植したiPS細胞
が腫瘍を誘発してしまうことである。しかし、腫瘍化しないハダカデバネズミの細胞
からつくったiPS細胞なら、移植片のがん化を防げるかもしれないと期待されている。
将来、このメカニズムが人間の健康長寿やがんの予防に役立つと期待される日本から
遠く離れたアフリカのサバンナの地下で暮らしている不思議な生き物が、がん研究に
一役買っているから、これぞ生命の神秘である。
今年は子年、まだまだ鼠の話題は尽きない。東京五輪もある、生きている間に2回も

観戦できるなんて、生きられるだけ生きなきゃ損だ。しかし、還暦は厄年でもあり、
こんなことを医師会会報に書いて、我が輩がお先にお陀仏になれば笑いものになるだ
けだが、当の本人はいざ知らず。
それでは皆さんCOVID-19に負けないように、3月も元気に乗り越えましょう。ごきげ

んよう、さようなら。

naked mole-rat (Heterocephalus glaber)
https://en.wikipedia.org/wiki/Nak月ed_mole-rat
我が輩は子年の人間である。子年に生まれたのは親が勝手
に自分を造ったからである。名前はあるが、親が勝手に付
けただけである。鼠と聞くと、ずる賢い、汚い、ばい菌の
住み家などと嫌われがち。

ところで今年は庚子（かのえ・ね）だそうだ。六十歳などまだまだ今の時代7掛けか
か8掛けの時代、九十歳、百歳まで生きている人間などわんさといるわ。六十歳なら当
時の四十歳代くらいに相当するのだろう。しかし医者の平均寿命は短いからなぁ。儚

https://en.wikipedia.org/wiki/File:Naked_mole_rat.jpg


抑肝散は、中国の明時代に名医で医学界
の頂点までいった薛己（せつき）という医師
が創った処方です。「保嬰金鏡録（ほえいき
んきょうろく）」という小児の治療をまとめた
書物の中に記載されており、元々は痙攣が
あったり物事に驚きやすく、びくびくしている
ような状態の子供に用いられていました。

認知症に有効
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王バツ

漢方薬

虚弱な体質で神経がたかぶるものの次の症状：
神経症、不眠症、小児夜泣き、小児疳症

認知症の症状には中核症状とBPSD（行動・心理症状）
があり、抑肝散は特にBPSDに効果があります。

GG

よ く か ん さ ん

漢方では「肝（かん）」が高ぶると、

怒りやイライラが現れると考えます。

「抑肝散」はこの「肝」の高ぶりを抑

えることから名づけられた漢方薬です。

もともと子どもの夜泣き、疳（かん）

の虫に使われていた薬で、現在は大人

の神経症状にも使われています。

一番身近いいるお母さんなどの存在は、子どもに大きな影響を与

えます。子どもの病気の原因がお母さんとの関係にあることも少

なくありません。そのため、漢方療法では、診察時には子どもだけ

でなく、お母さんの様子も観察します。

子どもに質問しているのにお母さんが先取りして返事をする、

子どもがいちいちお母さんの顔色を見ながら返事をする、という

ような場合、お母さんの干渉が強すぎて子どもにストレスを与え

ていると考えられます。

子どもの心身症に使われてきた抑肝散は、昔から母子同服が望

ましいと指示があります。特にお母さんが精神的に不安定である

場合は、子どもだけでなくお母さんにも抑肝散を処方するのです。

「中核症状」は脳の神経細胞が壊れることによって、直接起こる症状です。一方、周

囲の人との関わりのなかで起きてくる症状を「ＢＰＳＤ」といいます。その人の置か

れている環境や、人間関係、性格などが絡み合って起きてくるため、人それぞれ表

れ方が違います。ＢＰＳＤがほとんど現れない人もいる一方で、かなり激しくＢＰＳＤ

が出てしまうこともあり、介護者が対応に苦慮する症状の多くは、中核症状よりもＢ

ＰＳＤと言えるでしょう。

抑肝散は、そんなBPSDの怒りを主とする精神症状や幻視、易怒性（怒りやすい）、

不安、焦燥などに有効とされています。

電気の力であらゆるリハビリテーションを実施する総合治療用電氣刺激装置

Ｇ－ＴＥＳ -ＴＥＳはベルト全てが電極となっており、脚の周囲に巻き
付けることで、電気が筒の状態となって下肢全体に流れます。

ベッドに寝ていながらにして簡単に電気の力で安全に運動を行うこ
とができ、下肢の筋肉を鍛えられる機器です。膝や腰の痛みで満足
に歩く事ができず、下肢の筋肉が弱ってきてしまっている方におす
すめです。


